
は
じ
め
に

　
平
成
二
十
二
年
に
改
定
さ
れ
た
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
で
は
、
改

定
の
経
緯
と
し
て
「
　
世
紀
は
、
新
し
い
知
識
・
情
報
・
技
術
が
政
治
・
経

２１

済
・
文
化
を
は
じ
め
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
の
活
動
の
基
盤
と
し
て
飛
躍
的

に
重
要
性
を
増
す
、
い
わ
ゆ
る
「
知
識
基
盤
社
会
」
の
時
代
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
知
識
基
盤
社
会
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア

な
ど
知
識
そ
の
も
の
や
人
材
を
め
ぐ
る
国
際
競
争
を
加
速
さ
せ
る
一
方
で
、
異

な
る
文
化
や
文
明
と
の
共
存
や
国
際
協
力
の
必
要
性
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。」
と

述
べ
、
国
際
社
会
に
目
を
向
け
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
学
校
現
場
に

も
一
九
八
〇
年
以
降
、
中
国
帰
国
者
や
日
系
人
な
ど
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
子
ど
も

た
ち
が
急
増
し
、
外
国
人
児
童
生
徒
の
教
育
問
題
が
学
校
教
育
上
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
当
然
、
彼
ら
に
と
っ
て
言
葉
の
問
題
は
大
き
い
が
、
そ
れ
以

上
に
日
本
人
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
な
い
等
の
悩
み

を
抱
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
外
国
人
生
徒
と
日
本
人
生
徒
と
の
間
だ
け

で
な
く
、
昨
今
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
発
達
に
よ
っ
て
、
日
本
人

生
徒
同
士
の
間
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
困
難
を
来
し
て
い
る
実
態
が
あ

る
。
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
伝
え
合
う
力
」
と
表
示
さ
れ
、
言
語
の
教
育
と
し

て
の
立
場
に
立
つ
国
語
科
と
し
て
、
国
際
化
、
情
報
化
な
ど
、
変
化
の
激
し
い

現
代
社
会
で
、
一
人
一
人
が
良
好
な
人
間
関
係
づ
く
り
や
健
全
な
社
会
づ
く
り

に
積
極
的
に
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
の
必
要
性
を

述
べ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
高
等
学
校
の
国
語
科
の
授
業
の
中
で
会
話
教
育
が
取
り
立
て
て

実
践
さ
れ
る
機
会
は
少
な
い
。
実
際
、
国
語
教
室
で
は
ス
ピ
ー
チ
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
話
し
合
い
等
公
的
な
場
面
で
い
か
に
自
分
の
考

え
を
伝
え
る
か
と
い
う
、
表
現
能
力
の
養
成
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
が
、

船
津
（
２
０
０
７
）
で
は
、
最
近
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
、
そ
の

変
化
に
関
し
て
①
言
葉
中
心
か
ら
言
葉
以
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
②
受
信
中
心
か
ら
発
信
中
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
③
手

段
的
か
ら
自
己
目
的
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る

と
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
対
面
会
話
の
機
会
が
減
少
し
、
一
方
通
行

に
な
り
が
ち
な
日
常
会
話
を
考
え
る
時
、
公
的
な
場
面
以
前
に
、
私
的
な
場
面

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
困
難
を
き
た
し
て
い
る
昨
今
に
お
い
て
は
、
双
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混
合
ク
ラ
ス
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
一
年高

　
岸
　
美
代
子



方
向
に
重
点
を
お
い
た
会
話
教
育
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
国
語
教
室

の
中
で
の
日
常
会
話
を
想
定
し
た
対
面
会
話
能
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
本
授
業
は
高
等
学
校
の
日
本
人
生
徒
と
外
国
人
生
徒
の
混
合
ク
ラ
ス

で
一
年
間
を
通
し
て
、
国
語
の
授
業
の
中
で
、
生
徒
同
士
の
対
面
会
話
能
力
の

育
成
を
図
り
、
日
常
生
活
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
る
授
業
と
し
て
実
践
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
　
授
業
の
目
的

　
日
常
の
学
校
生
活
の
中
で
、
日
本
人
生
徒
と
外
国
人
生
徒
、
あ
る
い
は
日
本

人
生
徒
同
士
が
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
、
授
業
を
通
し

て
互
い
の
理
解
を
深
め
、
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
る
。

２
　
年
間
シ
ラ
バ
ス

　
目
的
に
従
っ
て
、
１
年
間
を
３
学
期
に
分
け
て
、
体
系
的
、
組
織
的
に
年
間

計
画
を
作
成
し
た
。

１
学
期
　
友
人
紹
介
ス
ピ
ー
チ

２
学
期
　
談
話
分
析
レ
ポ
ー
ト

３
学
期
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成
と
レ
ポ
ー

ト

３
　
対
象
生
徒
と
実
施
科
目

・
実
施
科
目

　
学
校
設
定
科
目
「
国
語
演
習
」
３
単
位
の
内
、
本
授
業
は
２
単
位
で
実
施
。

「
国
語
演
習
」
の
ね
ら
い
は
、「
話
す
」「
聞
く
」「
書
く
」「
読
む
」
の
４
技
能
を

伸
ば
し
て
、
総
合
的
な
国
語
力
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
授

業
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
話
し
合
い
、
ア
ン
ケ
ー

ト
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
通
し
て
、「
話
す
」「
聞
く
」「
書
く
」
の
３
技
能
を
、
他

の
１
単
位
は
、
評
論
教
材
、
文
学
教
材
を
選
定
し
て
、
読
解
力
の
育
成
を
目
的

と
し
た
。

・
対
象
生
徒

　
高
校
２
年
生
　
普
通
科
　
２
ク
ラ
ス

Ａ
ク
ラ
ス
　
　
名
（
女
子
　
名
　
　
男
子
　
名
）

４３

２４

１９

＊
内
　
外
国
人
生
徒
　
５
名
　（
女
子
４
名
　
　
男
子
１
名
）

Ｂ
ク
ラ
ス
　
　
名
（
女
子
　
名
　
　
男
子
　
名
）

４３

２４

１９

＊
内
　
外
国
人
生
徒
　
５
名
　（
女
子
３
名
　
　
男
子
２
名
）

　
対
象
校
で
は
、
外
国
人
生
徒
は
、
１
年
次
は
日
本
人
生
徒
と
は
別
ク
ラ
ス
で

　
時
間
の
日
本
語
の
授
業
を
受
け
、
２
年
次
に
な
っ
て
、
文
系
理
系
に
分
か
れ

１６て
日
本
人
生
徒
と
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
る
。
従
っ
て
、
本
授
業
は
、
混
合
ク
ラ
ス

に
な
っ
て
間
も
な
い
時
期
か
ら
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

─　　─３０９



４
　
授
業
の
実
際

（
１
）
友
人
紹
介
ス
ピ
ー
チ

①
目
的

　
・
外
国
人
生
徒
と
日
本
人
生
徒
、
日
本
人
生
徒
同
士
の
交
流
が
図
り
や
す
い

国
語
教
室
づ
く
り
と
互
い
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活

に
お
け
る
円
滑
な
人
間
関
係
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
。

　
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
作
文
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
書
く
力
、
人
前
で
発
表
す
る
力
を
養
成
す
る
。

②
授
業
の
概
要

１
時
間
目
　
本
授
業
全
体
の
目
的
・
構
成
・
方
法
の
説
明
を
聞
い
て
、「
友
人

紹
介
」
の
実
例
を
２
種
類
読
ん
で
感
想
を
述
べ
る
。
→
実
例
を

比
較
し
て
、
印
象
的
な
友
人
紹
介
は
、
そ
の
人
と
な
り
が
エ

ピ
ー
ソ
ー
ド
等
を
通
じ
て
如
実
に
浮
か
び
上
が
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
認
識
さ
せ
る
。

２
時
間
目
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
項
目
を
考
え
る
。
→
印
象
的
な
友
人
紹
介
に

す
る
た
め
の
項
目
を
思
い
つ
く
限
り
個
条
書
き
し
て
提
出
さ
せ

点
検
し
、
返
却
す
る
。

３
時
間
目
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
メ
モ
を
作
成
後
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
→
列
挙

し
た
項
目
の
中
か
ら
２
点
に
焦
点
を
あ
て
て
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
ま

で
聞
き
出
す
よ
う
指
示
し
た
。

４
時
間
目
　
１
分
用
（
４
０
０
字
）
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
書
く

５
時
間
目
　「
友
人
紹
介
」
実
施
→
紹
介
す
る
者
、
さ
れ
る
者
２
人
前
に
出
て
、

互
い
に
紹
介
し
合
う
。
発
表
に
際
し
、
ス
ピ
ー
チ
原
稿
は
教
師

に
提
出
し
、
メ
モ
の
み
持
参
す
る
よ
う
指
示
。

６
時
間
目
　「
友
人
紹
介
」
実
施
後
、
評
価
表
に
記
入
→
印
象
に
残
っ
て
い
る

紹
介
５
名
を
選
ん
で
投
票

７
時
間
目
　
評
価
表
の
結
果
発
表

　
　
　
　
　
印
象
に
残
っ
た
紹
介
と
そ
の
理
由
を
考
え
る
→
投
票
結
果
の
多

い
も
の
５
名
を
選
ん
で
、
選
ば
れ
た
理
由
を
話
し
合
う
。

③
振
り
返
り

　
１
．
偶
然
が
決
め
手
の
紹
介
す
る
者
、
さ
れ
る
者

　
敢
え
て
親
し
い
友
人
同
士
で
は
な
く
、
座
席
の
前
後
の
者
同
士
に
し
た

こ
と
に
よ
り
、
日
頃
話
し
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
生
徒
同
士
が
ペ
ア
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
男
女
、
日
本
人
生
徒
と
外
国
人
生
徒
の
組
み
合
わ

せ
が
出
現
し
た
。

　
日
本
人
生
徒
と
外
国
人
生
徒
の
ペ
ア
で
は
、
外
国
人
生
徒
が
韓
日
辞
書

を
も
っ
て
対
応
し
て
い
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。
彼
ら
の
真
面
目
さ
は
日
本

人
生
徒
に
も
伝
わ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
２
．
理
解
を
深
め
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
印
象
的
な
友
人
紹
介
に
す
る
に
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
と
方
法
に

工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
生
徒
に
は
、
あ
り
き
た
り
の
も
の
に

な
ら
な
い
よ
う
、「
学
校
生
活
以
外
で
や
っ
て
い
る
こ
と
」「
休
み
の
日
の

過
ご
し
方
」「
兄
弟
と
の
関
係
」「
中
学
校
時
代
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
こ

と
」「
小
遣
い
で
買
っ
て
い
る
も
の
］「
　
年
後
の
姿
」
等
質
問
内
容
を
吟

１０

味
し
た
後
、
２
点
に
絞
っ
て
深
め
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
ク
ラ
ス
の
中
で

は
、
目
立
た
な
い
男
子
生
徒
が
妹
の
お
弁
当
を
毎
日
作
っ
て
あ
げ
て
い
る

─　　─３１０



等
、
思
い
が
け
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
外
国

人
生
徒
の
寮
生
活
や
文
化
の
違
い
等
を
感
じ
さ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
の
発

表
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
、
互
い
の
理
解
が
深
ま
っ
た
と
感
じ
た
。

　
３
．
印
象
に
残
る
発
表

　
紹
介
者
の
発
表
の
手
順
も
結
果
に
影
響
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。「
○

○
さ
ん
に
は
、
こ
の
中
の
だ
れ
も
知
ら
な
い
秘
密
が
あ
り
ま
し
た
。」
と
か
、

聞
き
た
く
な
る
よ
う
な
前
置
き
が
あ
る
と
印
象
に
残
る
紹
介
に
な
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
た
。
発
表
順
は
ス
ピ
ー
チ
原
稿
の
し
っ
か
り
し
た
者
か
ら
順

に
し
た
。
外
国
人
生
徒
の
日
本
語
で
の
発
表
も
新
鮮
に
う
つ
っ
た
よ
う
で

あ
っ
た
。
中
に
は
、
日
本
人
生
徒
を
感
心
さ
せ
る
よ
う
な
し
っ
か
り
し
た

発
表
も
あ
り
、
日
本
人
生
徒
に
と
っ
て
も
よ
い
刺
激
に
な
っ
た
。

（
２
）
談
話
分
析
レ
ポ
ー
ト

①
目
的

　
・
日
本
語
会
話
の
実
質
的
で
な
い
発 

関
し
て
の
気
づ
き
を
促
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
外
国
人
生
徒
と
日
本
人
生
徒
、
日
本
人
生
徒
同
士
の
日
常
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
。

　
・
日
本
語
教
育
で
実
践
さ
れ
て
い
る
談
話
分
析
と
い
う
手
法
を
通
し
て
、
分

析
力
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
力
を
養
う
。

②
授
業
の
構
成

Ⅰ
　
導
入
（
１
、
２
時
間
目
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅱ
　
談
話
分
析
の
実
施
（
３
～
６
時
間
目
）
会
話
デ
ー
タ
、
談
話
分
析
表
の
説

明
、
作
成

Ⅲ
　
レ
ポ
ー
ト
作
成
（
７
～
　
時
間
目
）
談
話
分
析
表
の
分
析
考
察
方
法
の
説

１０

話
に
１

明
、
テ
ー
マ
と
仮
説
、
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
指
導
・
レ
ポ
ー
ト
作
成

Ⅳ
　
授
業
の
振
り
返
り
（
　
時
間
目
）
ア
ン
ケ
ー
ト
と
優
秀
作
品
発
表

１１

③
授
業
の
概
要

　
１
時
間
目
＝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る

　
　
　
　
　
　
談
話
分
析
の
授
業
の
事
前
学
習
と
し
て
、
教
科 

の
２
文
を

読
解
し
て
、
次
の
視
点
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
①
聞
き
手
の
役
割
と
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

　
　
　
　
　
　
②
若
者
言
葉
の
特
徴
と
若
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題

点

　
２
時
間
目
＝
要
約
文
の
作
成

　
　
　
　
　
　
前
の
時
間
に
皆
で
考
え
た
こ
と
を
確
認
し
、
自
分
の
言
葉
で
ま

と
め
る
作
業
。
１
時
間
目
の
読
解
教
材
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を

使
っ
て
４
０
０
字
で
要
約
す
る
課
題
を
課
し
た
。

　
３
時
間
目
＝
会
話
デ
ー 

配
布

　
　
　
　
　
　
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
３
種
類
の
会
話
デ
ー
タ
を
配
布
し
、
記
号
の
説

明
を
行
う
。

　
４
時
間
目
＝
談
話
分
析
表
の
配
布

　
　
　
　
　
　
談
話
分
析
表
（
表
２－

１
、
２－

２
）
を
２
枚
配
布
し
、
表
中

の
項
目
の
説
明
を
行
う
。

　
５
時
間
目
＝
談
話
分
析
表
の
記
入
例

　
　
　
　
　
　
会
話
デ
ー
タ
Ａ
を
見
な
が
ら
、
談
話
分
析
表
の
空
欄
を
埋
め
る

作
業
。
談
話
分
析
表
（
１
）
で
は
、
会
話
デ
ー
タ
Ａ
の
読
み
合

わ
せ
を
し
な
が
ら
、
話
題
の
転
換
点
を
全
員
で
確
認
し
、
統
一

書
中
２

タ
の
３

─　　─３１１



─　　─３１２

表１　会話データＡ

う：：ん　台湾はすごい　なんか　あのうありがたいことに親日の人が（h）Ｉ１３２

多いですよねＭ１３３

多いですね　日本の文化もすごいはいってますしねＩ１３４

ふ：：ん　そうなんだ　（３）えっ　それまでも何回か中国にはいったことあった
んですか？

Ｍ１３５

小学校の三年生（h）の時に１回家［族で行ったんですけどＩ１３６

　　　　　　　　　　　　　 ［ふ：んＭ１３７

それ以来ですＩ１３８

あ　じゃあ　今回２回目Ｍ１３９

そうです　はいＩ１４０

食物とか　なんか　中華ってちょっと脂っこ［いって感じですけどＭ１４１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［あ：Ｉ１４２

好きですか↑中華料理Ｍ１４３

う：：んと（.）結構中国の中でもこう料理が結構からすごい辛い　四川料理とかＩ１４４

うんうんうんうんＭ１４５

東北地方のは結構あっさりしてたりするんですけどＩ１４６

あっそうなんですかＭ１４７

はい　私もなんかあんまり油たくさん使ったものをずっと食べているとＩ１４８

うんＭ１４９

あんまり好きじゃなくてＩ１５０

ううんＭ１５１

でもあっさりしたものとかはわりと好きですＩ１５２

うんうんうんうん　そうなんだ　へえ　楽しみですねＭ１５３

そうですねＩ１５４

ふだん　趣味とか何かないですか？Ｍ１５５

趣味ですか？　趣味は結構あのう美術館に行ったりとかあのう仏像（h）見たり
とか

Ｉ１５６

へえ：Ｍ１５７

hhhＩ１５８

いいですねＭ１５９

hhhhＩ１６０

なにか芸術的なＭ１６１

hhhhＩ１６２

じゃあ　美術館めぐりとか結構します？Ｍ１６３

お休みの日で時間がある時とかはし［ますＩ１６４



し
た
。
談
話
分
析
表
（
２
）
で
は
、
各
項
目
の
用
語
の
確
認
を

行
っ
た
後
、
使
用
頻
度
を
数
え
て
数
字
を
該
当
箇
所
に
記
入
さ

せ
た
。
記
入
方
法
や
数
え
方
等
は
統
一
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

　
６
時
間
目
＝
談
話
分
析
表
の
記
入
と
評
価

　
　
　
　
　
　
会
話
デ
ー
タ
Ｂ
、
Ｃ
に
関
し
て
は
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
で
そ
れ
ぞ
れ

の
デ
ー
タ
を
読
み
な
が
ら
、
前
の
時
間
の
授
業
の
要
領
に
従
っ

て
、
話
題
の
転
換
点
を
考
え
さ
せ
発
表
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
各

自
で
談
話
分
析
表
の
残
り
の
空
欄
に
記
入
さ
せ
、
回
収
。
作
業

の
量
と
質
を
４
段
階
で
評
価
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
評
価
基
準
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
大
変
よ
く
で
き
て
い

る
＝
記
入
方
法
や
内
容
に
工
夫
が
見
ら
れ
、
質
量
共
に
期
待
以

上
の
完
成
度
で
あ
る
②
大
体
で
き
て
い
る
＝
指
示
通
り
に
な
さ

れ
て
い
る
。
③
不
充
分
で
あ
る
＝
質
量
共
に
完
成
度
が
低
い
④

未
完
成

　
７
時
間
目
＝
分
析
考
察
方
法
の
指
導

　
　
　
　
　
　
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
前
提
に
し
て
、
談
話
分
析
表
を
も
と
に
、

テ
ー
マ
例
の
説
明
を
し
な
が
ら
着
眼
点
と
分
析
考
察
の
方
法
を

指
導
し
た
。
①
母
語
話
者
同
士
の
場
合
　
②
母
語
話
者
同
士
の

場
合
と
接
触
場
面
の
場
合
　
③
母
語
話
者
同
士
の
場
合
と
第
三

者
接
触
場
面
の
場
合
　
④
接
触
場
面
の
場
合
と
第
三
者
接
触
場

面
の
場
合
　
⑤
母
語
話
者
同
士
の
場
合
と
接
触
場
面
の
場
合
と

第
三
者
接
触
場
面
の
場
合
の
各
項
目
を
比
較
さ
せ
な
が
ら
、
違

い
を
考
え
さ
せ
た
。
例
と
し
て
、
他
の
場
面
と
比
較
し
て
接
触

場
面
に
多
い
沈
黙
の
理
由
を
あ
い
づ
ち
の
視
点
か
ら
考
え
さ
せ
た
。

─　　─３１３

表２－１　談話分析表（１）

ＣＢＡ

Ｒ（　　）
Ｍ（　　）

Ｙ（　　）
Ｓ（　　）

Ｉ（　　）
Ｍ（　　）

属性（日本人か外国人か）
＊Ｍは同一人物

話題数（関連話題数）

話題開始部分と気付いた点

話題終結部分と気付いた点

それぞれの話題の主な話し相手はどちらか
（例）　Ｍ→Ｉ→Ｉ→Ｍ

表２－２　談話分析表（２）

ＭＲＳＹＭＩ項目

文末表現（言い切り表現・言い差し表現・文末詞使用）

あいづち（あ系・うん系・そう系・はい系）

フィラーの使用（なんか・あのう・えっと等）

その他（笑い・繰り返し・口癖等）

その他、二人のやりとりの中で気づいたこと



　
＝
中
間
考
査
＝

　
考
査
問
題
と
し
て
、
会
話
デ
ー
タ
Ａ
か
ら
出
題
、
５
時
間
目
に
実
施
し
た
談

話
分
析
表
の
記
入
を
中
心
に
し
た
問
題
を
作
成
し
た
。
ね
ら
い
は
、
①
談
話
分

析
表
の
各
項
目
の
用
語
の
理
解
　
②
初
対
面
の
者
同
士
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
工
夫
　
③「
笑
い
」
や
「
あ
い
づ
ち
」
等
、
実
質
的
で
な

い
発
話
の
会
話
に
お
け
る
役
割
や
機
能
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

　
８
時
間
目
＝
テ
ー
マ
と
動
機
、
仮
説
の
検
討
と
評
価

　
　
　
　
　
　
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
前
段
階
と
し
て
、
会
話
資
料
中
の
自
分
が
興

味
関
心
の
あ
る
項
目
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
を
定
め
、
仮
説
を
考

え
さ
せ
た
後
、
個
別
に
点
検
し
、
評
価
し
た
。
評
価
の
結
果
、

仮
説
を
導
き
出
せ
な
い
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
再
考
を
指
示
し

た
。

　
９
時
間
目
＝
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
指
導

　
　
　
　
　
　
手
順
と
２
つ
の
異
な
る
方 

例
示
し
た
参
考
資
料
を
配
布
し

て
説
明
し
た
。

　
　
時
間
目
＝
レ
ポ
ー
ト
作
成
と
評
価

１０
　
　
　
　
　
　
次
の
基
準
で
評
価
し
た
。
①
大
変
よ
く
で
き
て
い
る
＝
テ
ー
マ

に
従
っ
て
、
仮
説
が
説
得
力
を
も
っ
て
検
証
さ
れ
、
独
自
性
と

探
究
心
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
②
大
体
で
き
て
い
る
＝
比
較
的

結
果
が
予
想
さ
れ
や
す
い
テ
ー
マ
で
、
無
難
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
③
不
充
分
で
あ
る
＝
全
体
的
に
表
面
的
な
分
析
で
、
充

分
に
検
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
説
得
力
に
欠
け
る
、
あ
る

い
は
結
論
が
唐
突
で
論
理
性
に
か
け
る
。
④
未
完
成
＝
与
え
ら

れ
た
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
。

法
を
４

　
　
時
間
目
＝
ア
ン
ケ
ー 

優
秀
作
品
発
表

１１
　
　
　
　
　
　
優
秀
な
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
日
本
人
生
徒
８
名
、
外
国
人
生
徒

２
名
を
選
ん
で
、
発
表
さ
せ
た
後
、
本
授
業
に
関
し
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

④
振
り
返
り

１
．
テ
ー
マ
に
見
る
関
心
の
高
さ

　
日
本
人
生
徒
、
外
国
人
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
選
ん
だ
テ
ー
マ
は
、
次
表
の

と
お
り
で
あ
る
。
日
本
人
生
徒
　
名
が
未
提
出
で
あ
っ
た
。
テ
ー
マ
の
選

１１

択
か
ら
関
心
の
高
さ
が
わ
か
る
。
日
本
人
生
徒
に
「
笑
い
」
が
多
か
っ
た

の
は
、
会
話
デ
ー
タ
中
の
日
本
人
に
笑
い
が
目
立
っ
て
多
か
っ
た
こ
と
、

分
析
例
に
「
笑
い
」
を
取
り
上
げ
た
こ
と
等
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

ト
と
５

─　　─３１４

表
３
　
テ
ー
マ
一
覧

テ
ー
マ

笑
い

あ
い
づ
ち

日
本
人
と
外
国
人
の
比
較

文
末
表
現

フ
ィ
ラ
ー

実
質
的
で
な
い
発
話
全
般

そ
の
他

日
本
人
生
徒

　１９　１０　１０８６６５

外
国
人
生
徒

０５０４００１



２
．
気
づ
き
を
促
す
分
析

　
　
時
間
目
に
実
施
し
た
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
授
業
前
か
ら

１１
外
国
人
生
徒
は
、
日
本
人
生
徒
よ
り
も
実
質
的
で
な
い
発
話
に
関
し
て
意

識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
意
識
し
て
い
た
日
本
人
生
徒
が
日
本
人

生
徒
全
体
の
　
・
４
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
外
国
人
生
徒
は
外
国
人
生

２６

徒
全
体
の
　
・
３
％
で
、
全
項
目
に
つ
い
て
大
切
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。

５２

日
本
人
生
徒
も
　
・
５
％
の
生
徒
が
大
切
だ
と
答
え
て
い
る
。

９０

　
ま
た
、「
文
末
表
現
」
に
関
す
る
外
国
人
生
徒
の
レ
ポ
ー
ト
で
、「
日
本

人
が
使
っ
て
い
る
「
文
末
表
現
」
に
は
、「
て
」
や
「
け
ど
」「
と
」
等
の

「
言
い
さ
し
表
現
」
が
多
い
。
自
然
な
日
本
語
会
話
で
話
す
に
は
、「
言
い

さ
し
表
現
」
で
話
す
と
よ
い
こ
と
に
気
付
い
た
。」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
言

及
し
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
の
発
表
で
は
、
日
本
人
生
徒
が
意
識
し

て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
気
づ
か
さ
れ
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

３
．
大
切
な
理
由
比
較

　
大
切
に
思
う
理
由
と
し
て
は
、
後
の
表
の
通
り
で
あ
る
。
大
切
に
思
う

理
由
の
全
て
に
○
を
つ
け
て
も
ら
う
選
択
式
に
し
、
最
も
多
か
っ
た
選
択

肢
を
表
に
記
す
。

　
日
本
人
生
徒
と
外
国
人
生
徒
は
ほ
ぼ
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
た
が
、
最
も

多
か
っ
た
選
択
肢
に
は
多
少
の
差
異
が
見
ら
れ
た
。
概
し
て
、
日
本
人
生

徒
は
、
話
し
手
の
立
場
で
考
え
て
い
る
の
に
比
し
て
、
外
国
人
生
徒
は
、

聞
き
手
の
立
場
で
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
あ
い
づ
ち
や
笑
い
に
関
し
て
は
、
日
本
人
生
徒
が
会
話
を
感
じ

よ
く
円
滑
に
す
る
た
め
と
い
う
雰
囲
気
的
な
捉
え
方
が
多
か
っ
た
の
に
対

し
、
外
国
人
生
徒
は
、
あ
い
づ
ち
や
笑
い
で
相
手
の
反
応
を
窺
い
な
が
ら

─　　─３１５

表
４
　
実
質
的
で
な
い
発
話
が
大
切
だ
と
思
う
理
由

実
質
的
で
な
い
発
話

あ
い
づ
ち

文
末
表
現

フ
ィ
ラ
ー

笑
い

発
話
途
中
の
上
昇
イ

ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

大
切
だ
と
思
う
理
由

聞
き
手
が
興
味
を
示
し
そ
う
な

話
題
、
共
通
の
話
題
を
見
つ
け

る
た
め
に
必
要
だ
か
ら
。

話
し
手
に
共
感
を
表
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
相
手
に
安
心
感
や
親

し
み
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
。

言
い
切
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
答

え
よ
う
が
な
く
、
会
話
が
途
切

れ
て
し
ま
う
か
ら
。

相
手
に
問
い
か
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
話
題
が
広
が
り
、
深
ま

る
か
ら
。

い
き
な
り
話
し
始
め
ら
れ
る
よ

り
も
、
聞
き
手
に
と
っ
て
聞
く

構
え
が
で
き
る
か
ら
。

話
し
手
に
と
っ
て
、
話
す
内
容

を
考
え
る
間
に
な
る
か
ら
。

あ
い
づ
ち
と
同
じ
効
果
が
あ
り
、

聞
き
手
の
反
応
や
態
度
は
、
話

し
手
に
と
っ
て
気
持
ち
よ
く
話

す
の
に
は
重
要
だ
か
ら
。

同
じ
話
題
で
も
話
し
方
に
よ
っ

て
、
相
手
の
反
応
が
異
な
っ
て

く
る
か
ら
。

外
国
人

○○○○○

日
本
人

○○○○○



会
話
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
、
本
授
業
を
通
し
て
気
が
つ
い
た
こ
と
と
し
て
、「
日
本
人
と
の

会
話
が
続
か
な
い
こ
と
が
心
配
で
し
た
。「
あ
い
づ
ち
」
を
し
た
ら
、
話
が

盛
り
上
が
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。」
と
あ
り
、
今
後
こ
こ
ろ
が
け
た
い

こ
と
と
し
て
、「「
あ
い
づ
ち
」
の
必
要
性
に
気
付
い
た
の
で
会
話
の
時
に

う
ま
く
使
い
た
い
。」（
２
名
）「
先
取
り
あ
い
づ
ち
を
取
り
入
れ
た
い
。」

「「
文
末
表
現
」
を
考
え
な
が
ら
、
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
自
然
な
会
話
が

し
た
い
。」（
３
名
）」
と
あ
り
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
自
然
な
日
本
語
会
話

に
は
「
文
末
表
現
」、
会
話
を
盛
り
上
げ
る
に
は
「
あ
い
づ
ち
」
の
使
い
方

が
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

４
．
会
話
の
文
字
化
デ
ー
タ
の
新
鮮
さ

　
会
話
は
話
す
端
か
ら
消
え
て
し
ま
う
も
の
で
、
文
字
に
起
こ
し
て
み
る

機
会
は
あ
ま
り
な
い
。
特
に
、
笑
い
や
フ
ィ
ラ
ー
、
あ
い
づ
ち
等
会
話
の

実
質
的
な
内
容
に
関
わ
り
な
い
部
分
は
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ

れ
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
無
意
識
の
う
ち
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
本
人

で
す
ら
文
字
に
し
て
は
じ
め
て
気
づ
く
類
の
も
の
で
あ
る
。
本
授
業
に
は
、

何
気
な
い
日
常
会
話
を
読
む
面
白
さ
、
新
鮮
さ
が
あ
り
、
日
本
人
生
徒
、

外
国
人
生
徒
と
も
に
興
味
を
示
し
て
い
た
。
今
回
は
大
学
生
の
初
対
面
会

話
の
文
字
化
し
た
も
の
を
使
用
し
た
が
、
次
回
は
生
徒
自
ら
の
会
話
を
録

音
し
て
文
字
化
し
た
も
の
を
使
用
し
た
い
。
日
頃
の
自
ら
の
会
話
を
モ
ニ

タ
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
理
解
が
深
ま
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

談
話
分
析
は
国
語
の
会
話
の
授
業
に
積
極
的
に
採
用
す
る
価
値
が
あ
る
と

思
う
。

（
３
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成
と
レ
ポ
ー
ト

①
目
的

　
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ブ
ロ
グ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

の
発
達
に
よ
っ
て
、
対
面
で
の
会
話
の
機
会
が
減
少
し
た
こ
と
が
、
日
常

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
、
実
態

を
調
査
し
、
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。

　
・
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
を
話
し
合
い
、
集
計
し
て
結
果
を
分
析
考
察
す
る
ま
で

の
手
法
を
身
に
つ
け
る

②
授
業
の
概
要

　
１
時
間
目
＝
準
備
学
習

　
　
　
　
　
　
教
科 

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
読
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目

的
、
項
目
、
対
象
、
作
成
実
施
手
順
を
説
明
。
そ
の
後
、
ア
ン

ケ
ー
ト
項
目
を
作
成
し
、
回
収
。

　
２
時
間
目
＝
グ
ル
ー
プ
学
習

　
　
　
　
　
　
前
の
時
間
作
成
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
に
つ
い
て
、
４
人
１
組

で
話
し
合
っ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
で
代
表
作
１
種
類
提
出
す
る
。

回
収
後
、
授
業
実
践
者
が
分
野
別
に
ま
と
め
る
。

　
３
時
間
目
＝
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
（
３
ク
ラ
ス
　
１
２
４
名
）

　
４
時
間
目
＝
テ
ー
マ
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
析
と
考
察

　
　
　
　
　
　
各
分
野
に
着
目
し
て
、
で
き
る
だ
け
焦
点
を
絞
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
生
か
す
た
め
、
数
字
を
挙
げ
て
客
観
的
に
論
理
的
に

書
く
よ
う
指
導
し
た
。
仮
説
検
証
の
形
で
書
く
よ
う
指
導
し
た
。

書
中
６
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５
時
間
目
＝
レ
ポ
ー
ト
作
成

③
振
り
返
り

１
．
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
ま
と
め

　
本
授
業
の
目
的
が
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
際
の
テ
ー
マ
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
、

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
を
、
生
活
・
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
全
般
の
４
分
野
に
し
て
ま

と
め
た
。
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
関
し
て
は
、
前
学
期
に
す
で
に
経
験
し
て
い

る
こ
と
で
も
あ
り
、
本
授
業
の
目
的
が
生
か
さ
れ
た
テ
ー
マ
が
大
半
で

あ
っ
た
。

２
．
各
分
野
か
ら
み
た
レ
ポ
ー
ト

　
生
活
分
野
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
関
係
で
は
、
部
活
に

入
っ
て
い
る
生
徒
と
入
っ
て
い
な
い
生
徒
の
使
用
頻
度
の
差
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
。
が
、
必
ず
し
も
部
活
組
の
生
徒
の
方
が
使
用
頻
度
が
少
な

い
と
は
限
ら
ず
、
部
活
の
仲
間
と
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
頻
繁
に
行
き
来
し
て
い

る
実
態
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
使
用
に
よ
っ
て
逆
に
人

間
関
係
が
狭
く
な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
気
付
き
も
見
ら
れ
た
。
対
面
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野
で
は
、
会
話
の
苦
手
な
人
に
外
国
人
や
目
上
の

人
、
知
ら
な
い
人
が
あ
げ
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
話
し
か
け
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
が
多
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
日
頃
か
ら
親
し

い
友
人
同
士
の
会
話
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
が
苦
手
な
人
を
多
く
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
考
察
も
あ
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ブ
ロ
グ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
、
ブ
ロ
グ
等
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
使
用
者
が
　
・
０
％
で
、
中
に
は
一
日
百
回
以
上
、
千
人
以
上
の
相

３５

手
と
の
交
信
を
し
て
い
る
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
人
に
自
ら
発
信

し
て
反
応
を
求
め
て
い
る
反
面
、
身
近
な
人
の
反
応
を
恐
れ
て
い
る
実
態

が
考
察
さ
れ
て
い
た
。
あ
い
づ
ち
や
フ
ィ
ラ
ー
等
の
実
質
的
で
な
い
発
話

に
関
し
て
は
、
既
習
事
項
で
も
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に

依
存
し
な
い
で
、
日
頃
の
対
面
会
話
で
使
い
慣
れ
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
、

特
に
人
の
話
を
聞
く
時
の
あ
い
づ
ち
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
対
面
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
成
功
さ
せ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
先
の
学
習
が
生
か
さ
れ
て

い
た
。

５
　
授
業
を
終
え
て

（
１
）
外
国
人
生
徒
と
日
本
人
生
徒
と
の
交
流

　
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
の
中
で
、
外
国
人
生
徒
と
日
本
人
生
徒
の
ペ
ア
ワ
ー
ク
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
た
た
め
、
話
す
機
会
が
う
ま
れ
、
日
常
生
活
で

も
自
然
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
文
化
祭
等
の
行
事
で
は
協
力
し
合
っ

て
思
い
出
に
残
る
高
校
生
活
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

授
業
で
の
交
流
の
き
っ
か
け
作
り
が
学
校
生
活
を
実
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
外
国
人
生
徒
と
日
本
人
生
徒
の
間
だ
け
で
な
く
、
日

本
人
生
徒
同
士
の
間
の
交
流
も
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
の
発
達
に
よ
っ
て
人
間
関
係
が
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
る
若

者
に
、
授
業
の
中
で
の
言
葉
を
使
っ
た
や
り
と
り
の
機
会
は
以
前
に
も
増
し
て

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。

（
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
授
業
と
レ
ポ
ー
ト
の
作
成

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
授
業
は
あ
っ
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

─　　─３１８



そ
の
も
の
を
考
え
さ
せ
る
授
業
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
人
間
関
係
を
構
築
す
る

上
に
生
徒
に
と
っ
て
は
実
は
切
実
な
問
題
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
使
用
実
態
や
実
質
的
で
な
い
発
話
の
役
割
、
現
代
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
点
等
考
え
る
機
会
を
国
語
の
授
業
で
実
施
し
た
こ

と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
深

め
ら
れ
た
と
思
う
。

（
３
）
反
省
点

　
３
学
期
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成
と
レ

ポ
ー
ト
が
レ
ポ
ー
ト
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
レ
ポ
ー
ト
中
に
見

ら
れ
た
多
く
の
問
題
点
、
気
づ
き
を
再
度
教
室
で
取
り
上
げ
て
話
し
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
よ
り
深
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
外
国
人
生
徒
と
日
本
人
生
徒
と
の
話
し
合
い
ま
で
も
っ
て
い
け
な
か
っ
た

こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。

（
４
）
外
国
人
生
徒
の
そ
の
後

　
本
授
業
を
受
け
た
外
国
人
生
徒
で
、
現
在
日
本
の
大
学
に
進
学
し
た
生
徒
は

７
人
、
そ
の
う
ち
の
５
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
１
年
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
の
中
で
最
も
印
象
に
残
っ
た
授
業
は
、
談
話
分
析

レ
ポ
ー
ト
で
３
名
、
友
人
紹
介
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
１
名
で
あ
っ
た
。
高
校
で
日
本
人
生
徒
と
授
業
を
通
じ
て

親
し
く
な
っ
た
の
は
、
友
人
紹
介
ス
ピ
ー
チ
、
日
本
語
教
科
書
か
ら
は
学
べ
な

い
日
本
語
に
つ
い
て
日
本
人
と
共
に
学
べ
た
こ
と
が
日
本
人
と
の
交
流
に
役

立
っ
た
の
は
談
話
分
析
レ
ポ
ー
ト
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
、
大
学
の
授
業
で
役
立
っ
て
い
る
の
は
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
と
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
授
業
の
中
で
、
日
本
人
と
話
し
て
通
じ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
こ
と
が
自
信
と
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
大
学
で
は

日
本
人
に
間
違
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
日
本
語
が
ま
だ
よ
く
話
せ
な
い
他
の

留
学
生
に
日
本
語
の
通
訳
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
日
本
人
の
友
人
も
多
く
で

き
て
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

注１
実
質
的
で
な
い
会
話

　
本
稿
で
は
、
杉
戸
（
１
９
８
７
）
を
参
考
に
し
て
、
な
ん
ら
か
の
実
質
的

な
内
容
を
表
す
言
語
形
式
を
含
ま
な
い
発
話
で
、
あ
い
づ
ち
、
笑
い
、
文
末

表
現
上
昇
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
質
的
で
な
い
発
話
と
定
義
す
る
。

２
使
用
教
科
書

教
科
書
「
高
等
学
校
　
改
定
版
　
国
語
表
現
Ⅰ
」
第
一
学
習
社

読
解
教
材
「
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
斎
藤
美
津
子
　pp   .   32-37

     

　
　
　
　
「
ト
カ
弁
─
婉
曲
表
現
の
現
在
」
俵
　
万
智
　pp.12

      2  -  126

   

３
会
話
デ
ー
タ

Ａ
　
日
本
語
母
語
場
面
（
日
本
人
同
士
）　
Ｂ
　
第
三
者
接
触
場
面
（
日
本
語

を
話
す
外
国
人
と
外
国
人
）　
Ｃ
　
接
触
場
面
（
日
本
人
と
外
国
人
、
Ａ
の
日

本
人
と
同
一
人
物
）

４
分
析
方
法

　「
笑
い
」
に
関
し
て
、
量
的
分
析
方
法
と
質
的
分
析
方
法
の
二
つ
の
異
な
る

方
法
を
例
示
。

５
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ね
ら
い
（
全
員
対
象
と
外
国
人
生
徒
の
み
対
象
の
２
種
類
）
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①
韓
国
人
留
学
生
、
日
本
人
生
徒
対
象
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト

・
実
質
的
で
な
い
発
話
に
関
し
て
、
授
業
の
前
後
で
ど
れ
く
ら
い
意
識
の
変

容
が
見
ら
れ
る
か
。

・
実
質
的
で
な
い
発
話
は
日
本
語
会
話
の
中
で
ど
う
い
う
点
が
重
要
で
、
ど

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て

い
る
か
を
理
解
し
た
か
。

②
韓
国
人
留
学
生
対
象
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト

・
日
本
人
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
授
業
後
に
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
か
。

６
使
用
教
科
書

　「
高
等
学
校
　
改
定
　
国
語
表
現
Ⅰ
」
第
一
学
習
社
　pp   .   84-88
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